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 〔第1報〕外科的療法のうちで創傷の縫合は最も基礎的な方法であるが,長年月に亘り縫合糸
 に関する改良と研究が続けられ,各種材料についての利点・欠点に関し数多くの報告が行なわれて
 来た。然るに眼科方面に於ては縫合糸に関する系統的研究は比較的少なく,殊に近年に発達した各
 種の合成繍荏やOa璽U七に非吸収性加工を施した新しい縫合糸等に関しては,その実際的優劣や
 適正な使用法の検討が殆んどなされていない。周知の如ぐ,眠の透明組織,殊に角膜にむいては縫
 合材料の良否がその瘢痕形式や血管新生等を左右するこ・とが大きく,しかも使用条件の如何によっ
 ては透明度を損じて重大な機能障害を起す慮れもあるので新しい縫合糸の検討甘臨床上重要な意味
 を有するものと考えられる。著者はこ'の点に鑑み,眼科手術にかける最も有用な縫合糸を選ぶ目的
 で各種縫合糸の眼組織に対する反応の比較に主眼を多き動物実験を行ない,肉眼的,組織学的に検
 討した。実験方法:実験動物として臼色家兎眼を選び,実験材料として臼絹糸,黒絹糸,ナイ・ン,
 p翼incatgut,chromiccatgu七を使用した。各縫合糸のサイズは全て針つき6-0に
 統一した。家兎眼をベノキシール点眼麻酔し,角膜輪部に5㎜巾で角膜固有層殆の深さに針を進め
 強膜を通して結膜上に出し軽く結紮し1.5㎜の所で切除しアク・マイシン、点眼液を点下した。又固
 有角膜部,球結膜部,強膜部にも同様の縫合を行なった。実験動物は術后24時間からウ0日の間に遅日的に
 肉眼的観察を行ないこれを屠殺し,眼球摘出后10%ホルマリン固定后,ツ.エ・イジメ色埋を行拙
 い型の和ぐヘマトキシリエ'オジンづワンギーソン,パス,アザンの各染色を施行,組織学的検討を
 加えた。結論:1)吸収性縫合糸のうち吸収の最も早いのはplam
 ・atgu七で,角膜では肉眼的に2週間前后で消失し組織学的には7日目で周囲組織との境界不鮮
 明となり,21～50日でほy完全に吸収される02)Chromicca七gutは吸収;が遅く肉眼
 的にも28日前後で係締部は消失し,組織学的には2～5ケ月で吸収される。5)絹糸,ナイロン
 の非吸収群は抜糸又は脱落せぬ限り吸収されない。4)縫台糸による組織反応はナイ・・ンが最も弱
 く,次いでplainCatgut,c亘romicca七9U七,臼絹糸,,「黒絹糸の順に反応が強くなる。
 5、組織反応としての局所の情理障害,滲出,肉芽形成,角膜にむける角膜混シ虫,互且管新生等は絹
 糸群に早く出現し,経過中しばしぱ反応の反履増強がみられた。ナイロンにもこの傾向はみられた
 がGatgU.t群にみられない。6)眼球組織の部位的差異としては,強膜が最も反応弱く,固有角
 膜部,角膜輪部,球結膜の順に強くなる。
 〔第2報〕近年高分子化牽の発展に伴い,従来の糸による舵合法とは別に接着剤を用いて創傷
 濃合を行なむうとする試みがある。著者は多くの接着剤のうちAron△lp且aS-2(以下
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 AA3-2と略記)とEa8七man910(以下E910と略記)を選び寒兎眼各部に用1/・た場合の.
 i鼠組織の反応について肉眼的,組織学的倹策を行なった。実験方法:接着方法は直接法と被覆法を用
 い,各接着剤を家兎眼の角膜,結膜,結膜弁下,角膜弁,眼瞼.皮膚,皮下,強膜の各部に襲用し,経
 目的に肉眼的並びに組織学的に検策i、た。結論:1)E910の方がAAS-2より組織反応が強い。
 これは両者の化麟縫上の差と,添り口吻傷蓮いによるものと考えられる02}直垂轟去と被覆法とでは継繊反応の面
 よりみて被繊雲方響}陛が高いb5)接ン{諦「iによ瑚踊1識の反応は主.として異物文応とみなされるが,皮膚・角漠
 絡摸に於〔ぱ軽微であり,結膜,結膜下,皮下では強度である。4)組織の反応は用いた接消剤の重力玄多い
 ほど大きい。5)これら接着剤は使用法が適切であれば,眼瞼及び強膜部σ)創傷癒合に用いられうる
 が,内眼部には現在のままでは用い難い。6}創の膨開の点からは縫合を主体とし,接着剤を補助的
 に用いる場合は有用であると考えられる。
 〔第5報〕癒着防止剤ゼラチンァィルム(以下G、F,と略記)の眼科領域に於ける臨床的応用
 の可能性について検討するため動物実験を行なった。実験方法:G.F,の小片を家兎眼の前房,球
 結膜下,上直筋下,硝子体内に用い経日的に肉眼的並びに組織学的検索を行なった。結論:1)G,
 E,財べての眼組舳に蜘て礎時日の経過縦噺撤収練る.2)融的所見では,前房
 内に用いたうち2眼に,眼圧上昇をみたがその他特記すべき反応はなし'㌔5)組織学的は,前房内に
 は球結膜下に用いた場合,最も反応が弱い。4)前房内に浮游状態にあれば炎症性反応は殆んどみら
 れないが斑彩暖し醐合・その音区の鰍反応が強い・.5)上磁下に騨鰯合・.2週迄は繊
 反応が軽度であるのに反し。1ケ月后ではG、F.の,澱解吸収の進展と組織反応の増大が目立つた。
 6)硝子体内に使用した場合は使用部位に限局した組織反応が毛様体究起に関連してみられた。
 ア)G.F・は結膜下に用いると・間隙を作ったまま約50日で吸収され癒着防止に役立つことをみ
 とめた。従って斜視,緑内障艶翼状片等の手術に際し効果的に用いうる可能性があると考えられる一
 方,強膜附近の深層では比較的強い組織反応がみられるので,臨床的使用にあたっては,この点を充
 分に考慮し乍ら用いる必要がある。
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 審査結果の要旨
 従来人の胃壁内ηンパ管並びに組織液の移動に関する知見には未開拓のところが多ぐ・特に胃
 癌の発育浸潤様式と関連してX線学的に追求した業績は全くみられなかった。そこで著者は生体
 胃粘膜に注入された微量の造影剤の拡散像とリンパ路への流入状況を,軟線X線を用い観察す
 る新たな方法を考案し研究を進めた。第1報は正常胃粘膜70部位について胃各区域別による拡
 散像の相違,並びに胃粘膜萎縮性病変¢)程度と進展様式との関連について検討を加えたものであ
 り,第2報では進行癌に接する粘膜59部位について施行し,胃癌先端部位の発育進展に与える
 影響について以下の所見を得ている。
 正常胃の粘膜固オ.f層では表層と深層の2屠を水平に拡散し,中間層を縦に流れながら膨張的に
 枡にひろがる。そ'の全体像の概略形から,平面像,断面像とも各々5型のパターンを得たが,胃
 各区域に特有な拡散像はなく,造影剤の拡散度は胃線間々隙をうめる円形細胞浸潤の程度に比例
 して増加する傾向がみられた。特に肥大増生したリンパ濾胞のはたす役割は大きく,造影剤は
 リンパ濾胞を足場に飛石的に拡散度を増す。粘膜筋板は正常な場合でも組織液の移動の自由左間
 降を有して卦り,粘膜下層に達した造影剤の噴門,小鑓側へ流れ易い方向性を示した。皺壁に於
 ては,造影剤が遠心性に拡がる際に,胃皺壁問の谷間に沿って進展する傾向が強い。
 つぎに進行癌に接した二部位では,非癌粘膜の拡散像はほぼ正常胃の所見と類似し,健側へは自
 由にひろがるが,癌巣内へは侵入せず,これを避けて拡がる。一方,癌粘膜内での拡散性は著しく
 矢なわれ,その形態は不整である。粘膜筋板の通過は注入部位直下の粘膜下層に癌巣がなければ,
 癌,非癌粘膜を問わず正常な場合とほぼ同じ傾向を示すが,癌巣の存在があれば,非癌粘膜では
 通過が瞳害され,痛粘膜では通過例がみられなかった。
 粘膜下層の拡散方向は大多数の症例が,腫瘍中心部と注入点を結ぶ直線上で健側をひろがり,
 腫瘍辺縁に沿って拡散する例はなかった。粘膜下屑の拡散性は癌発育形態よりはむしろ癌浸潤形
 態,特に粘膜下層のリンパ管栓塞像の有無によって影響される。すなわち,栓塞像がなければ正
 常胃の場合とほほ同様の所見であるが,栓塞像があれば拡散傾向は著しく阻害される。このこと
 から進行癌の場合では粘膜下屠リンパ管栓塞は癌発育を抑制する機構として働くのではないかと
 推察される。
 以上述べたように,著者が行オ=つた生体人胃粘膜の皿icrOユympha且giOgra]phyは,これ
 まで試みられた報告はない。本法によって得られた成績は,従来から組織標本を手がかりに推測
 すろ以外に方法のなかった胃癌の早期進展様式や進行癌の発育浸潤態様の解明に役立つものであ
 り,胃痛の壁内進展の基礎研究としても,又,臨床的にも極めて意義深いものと考えられる。
 よって本論文は学位を授与するに価するものと認悼)る。
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